
児童生徒の身体の動きや意思の表出の状態等に応じて、適切な補助具や補助的手段を工夫
するとともに、コンピュータ等の情報機器などを有効に活用し、指導の効果を高めるように
すること。

肢体不自由の児童生徒に対しては、
身体機能の状態や体調の変化などに応じて、意思の表出を補助し、他者と触れ合う機会を提供

 遠隔合同授業＜効果的な学び＞

 補助具等の活用＜代替キーボード、キーガード、入出力支援機器＞

視線入力装置等
を活用して、視線を
動かすことで、文字
や絵等をかくなど、
表現活動を充実さ
せることができる。

 表現活動の広がり＜視線入力装置＞

キーボードやマウスの入力装置の代替
→画面上に表示されるスクリーンキーボードなど文字入力を支援する機器など
→ジョイスティックやトラックボール、ボタン型のマウスなどマウス操作を支援する機器など
→身体の状況に応じ、機能の一部をスイッチで機能を支援する機器など
・通常のスイッチ、音に反応する音センサー、光を遮ると動作する光センサー、曲げる
と動作する屈曲センサー、息を吹き込むことで動作する呼気センサーなど

→支援する機器を利用しやすいように固定する支持機器などの周辺の機器など

日本肢体不自由協会
第３７回肢体不自由児・者の
美術展コンピュータアート
特賞作品

少人数集団での学び
のデメリットを学校や地
域を越えた遠隔合同
授業により、多様な考
えや意見に触れ、自分
の考えを確立していく
効果を高める。

肢体不自由者である児童生徒に対する教育
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